
いつもありがとうございます。 

W５ 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・鹿児島県・伊唐島 高橋さんの新じゃが 

何故、鹿児島県の長島という地域が馬鈴薯が美味しく育つのか、その理由は知らない。 

そのいくつかある島の中でも、何故、伊唐島という島が、更に美味しく育つのか、知らない。 

毎年、この夫妻の画像を掲載するが、とても気に入っている。 

こんな表情で、夫婦で写真に写ると、そのじゃが芋を食べなくても、 

こっちかも幸せになって来る。 

実は、ひょんなことで、元々私の勘違いで付き合いが始まった。 

連絡して、勘違いに気がついたが、一旦火が着いた自分の気持ちは抑えられず、 

ちょうど、今頃のとても寒い日だった。 

いつものように、鹿児島空港からレンタカーを借りて走って、近くまで来たと連絡すると、 

最近出来た自慢の橋だと、その伊唐島大橋のたもと迄迎えに来てくれた。 



作業小屋の休憩室で、小一時間話しをした。 

奥さんも、静かに二人の話しを聞いていた。 

高橋さんは種子島の出身で、奥さんの実家に男兄弟がいないので、 

本人は漁師がしたいと思って、この伊唐島に来たと言っていた。 

元々、この島は半農半漁で長く生計が立てられて来たらしく、 

それで、奥さんのお父さんのじゃが芋栽培を手伝って、農業をスタートしたが、 

やっぱり、親子でも、親子でなくても、やる気があれば意見の衝突もある。 

当然、奥さんは板挟み。 

それでという訳でもないだろうが、独立してやり始めたと言っていた。 

やれやれ、奥さんの顔を見ると、にこっと笑っていた。 

『良かったね、ホッとしたやろ』 と言いたかったが、余計な事だと言わずにいた。 

自分にも、娘がいる。 

 

じゃがいも命のあるものなので、当然世話してくれる 

人間の情というものが影響すると思っている。 

ツンツン・ケンケンしていれば、味にも棘が出てくる。 

それはどんな料理をしても、誤魔化しが利かない。 

2016年だったか、『この地域だからこそ、この生産者だからこそ』  

というセリフを思いついた。 

せっかく、良い土壌で、仲良し夫婦に育てられたじゃが芋が、 

儲け、儲けで明け暮れる業者の手に渡ってしまえば、 

元も子も無くなってしまう様な気がする。 

だから、私どもの会社は機嫌良く、仕事するひとが、健全に育っていくよう、 

もちろん、負荷も掛けるし、ねぎらいもする。 

せっかく高橋夫婦が気持ちを込めて栽培したじゃが芋だから、 

出来ることなら、自分たちの手を介在する事で、更に美味しいじゃが芋になってほしい。 

 



・鹿児島県伊唐島産高橋さんの新ジャガイモ 

ようやくご案内できるようになりましたが、今の圃場は規格がとにかく大きいそうです。 

中心サイズが 2L～3L。4L の量も例年に比べて多いです。 

今回入荷したコンテナも同様に 2Ｌ～3Ｌが中心となる為、 

ご希望いただく規格には可能な限り対応致しますが、入荷分が底をついた場合には 

やむを得ずサイズ変更をお願いする場合もございますので宜しくお願い致します。 

(吉田麻衣) 

 

・長崎県産 特別栽培 なんぶブロッコリー  

ながさき南部生産組合様から登場のブロッコリー、 

上のコト POP に書きました通り、 

茎も葉も、全部食べたくなる美味しさです！ 

 

少し、私自身のお話になるのですが、私は野菜が好きで、いつも料理にたくさん使います。 

しかし、実はブロッコリー、数少ない私の苦手な野菜なんです。 

 

苦手な理由は、茎が硬くて、あまり甘くもなく、蕾しか食べるところがない… 



というところでしょうか。 

そのイメージが一気に吹き飛んだのが、このなんぶブロッコリーです。 

マヨネーズや塩など、何も調味料に頼らずとも、 

美味しくブロッコリーが食べられたのなんて、初めてなんじゃないかと思います。 

あくまで個人の感想だ、と思われると思いますが、 

測定を行った際も、すごい糖度が出ました。 

まるで果物のようです。 

コト POP でもアピールしましたが、ただ甘いだけではなく、絶妙な柔らかさがあるので、 

甘さと合わさって、より美味しさを感じるんですね。 

 

産地のながさき南部生産組合様は、栽培方法や、栽培時に使う資材を 

厳しく管理されており、高い技術で、作物を栽培されています。 

また、栽培を行っている場所は、島原半島という、 

海に囲まれた、年間を通して温暖な土地です。 

生産者と、その土地の力が合わさった結果が、味や食感に表れるのだと思います。 

 

なんぶブロッコリー、是非宜しくお願い致します。 

 (渡部智加) 

・鹿児島県 甘さきわだつ豆シリーズ！！ 

 明けからスタートしている鹿児島の甘さきわだつ豆シリーズですが、 

取り扱い企業さまの偏りがすごく、一部の企業さまにしかこの商品の素晴らしさが 

伝えきれていない気がしました。 



私一番のおススメはやはりそら豆です！ 

しかし、豆シリーズの中で一番高単価な豆もそら豆ということもあり、 

御注文頂ける数量は少なくなっています。 

価格からみてしまうと、このそら豆は扱い難いのかもしれませんが、 

味を見てみるとそら豆だけではなくこの豆シリーズは天下一品です。 

コト POP には鞘ごと焼いてヨシ！  

ゆでてもヨシ！ 

と紹介している通りどちらも絶品ですが、 

手間と汚れが気になりますが、鞘が真っ黒になるまで焼く方が 

個人的には美味しく感じます。 

 

和歌山県の露地栽培が出始めると、味で戦うことができても、 

価格では全く太刀打ちできない為、 

露地栽培が出てくるまでが勝負の期間になろうと思います。 

この味が認知されると必ず売れる甘さきわだつ豆シリーズです！（有安海） 



・今が一番おいしい！ 兵庫県岩津産津村子の岩津ねぎ 

一番美味しい季節になりました。 

冬の寒さにあたったねぎは写真のようになります。 

食べて欲しい葉の部分はしなしなとなっていますが不良ではなく寒さにあたった証拠です。 

寒さにあたったねぎは糖度が増すため、非常に美味しくなります。 

今は積雪 30cm くらいの所をせっせと収穫してくれています。 

雪に負けずに頑張っている津村子の面々と岩津ねぎを宜しくお願い致します。 

(吉田麻衣) 

 

・熊本県産 特別栽培 藤本姉妹の人参 

久しぶりの熊本県との付き合いが始まりました。 

場所は阿蘇山の麓にある西原村で姉妹がメインとなりせっせと畑で作業をしてくれています。 

品種は「ゆうべに」という品種で芯まで濃い赤になるという品種です。 

冬場には糖度も高くなりやすいそうです。 

先日測定した値は写真のように高い数値を出し硝酸態窒素の値も低かったです。 

 

 



 

左が妹で右がお姉ちゃんです。若干お姉ちゃんのほうが自信ありげな表情に見えます。 

二人の今後の成長に期待していきたいと思います。(吉田麻衣) 

 

・高知県産 特別栽培 西村さんの四万十源流生姜  

思い出深い商品です。 

私自身は、1977年に『無農薬・有機栽培』 の野菜だけを扱う仕事に就きました。 

電卓で引き算をすると、45年という数値が出て来ます。 

途中、1年単位で、山で樵をしたり、生協のバイヤーをしたり、チリ紙交換をしたりと、 

紆余曲折はありましたが、 



45年も前から、こんな事をしていたんだと思うと、何だか世の中のスピードって、 

意外とゆっくりしてると思ってしまいます。 

この場面は、今でもしっかり記憶していますが、 

画像の記録を見ると、2012年でした。 

えっ、と思います。 

僅か 10年で、自分はすっかり変わってしまったようです。 

奥で写っているのが、生姜の生産者の西村好史さんのお父さん、善徳さんです。 

私より、干支ひと回り以上上の方で、出会いはこの方でした。 

もう、30年ほど前の話しですが、アルファーで青果の取り扱いを始めた時、 

最初の商品が、この西村善徳さんの無農薬の生姜でした。 

当時は、行政の合併が盛んな時期で、 

善徳さんは高岡郡大野見村の村会議員さんでした。 

合併議論に、それなら高知県は全て高知県はひとつの行政ですれば、 

県庁は要らなくなるだろうと、画期的な話しをするひとでした。 

つまりは、合併とは地方自治を認めないという議論なので、 



『すべてを自治に任せてしまえ』 という話しです。 

今は、いよいよ 『ワンワールド』 なる思想で、独立国家の自治、 

つまりそれぞれの国家主権をはく奪する流れになっています。 

コロナ対策行政という、ただの 『風邪は万病の元』 という病とも言えない 

体調不良に対して、大きな影響力を持っているのは、 

WHO という世界機関から派遣された一人の人物です。 

この人物の指示でマスメディアも動いています。 

注視すべきは、民主主義の絶対条件である選挙に依って選ばれた人間ではない人物が、

権力を持っているということです。 

県知事は、選挙に依って選ばれている人間ですが、 

世界政府の名主は選挙に依って選んだ訳ではありませんが、 

善徳さんの発想と言い分は、この時代まで読んでいたことと同じになります。 

当時、『面白い事を言う人』 だなあ、と思い興味を以って付き合いを始めました。 

  

善徳さんの耕す畑の面積は、連作障害が出ますので、 

無農薬で栽培しているので毎年畑を変えますので少なく、 

アルファーが販売する量を満たさなくなってきました。 

そこで、大きな決断をし、無農薬・無化学肥料栽培でなくても、 

特別栽培で農業している息子さんの好史さんとお付き合いする事になりました。 

親父であれば、息子と取引するということを歓迎するに決まっていますので、 

すんなりと移行し、その後もその状態で進んでいます。 

10年ほど前からは、その孫が善徳さんの畑を継承していく形で、この家は続いています。 

  

途中に転機があり、それは 『ひとが食べた方が良い野菜を強化しよう』 と考えました。 

売れるという事ではなく、自分たちがしている仕事にもっと深く意味を見出したいと 

思ったからです。 

ところが結局、売れてしまいます。 



不思議ですが、利を追うより、理を求める方が、利が大きくなるという事です。 

『ひとの為に、自分がある』 と思い行動する方が、 

幸が多くなるという事と似ているような気がします。 

この発注書の本文も年代と共に書くことが、分別臭くなって来て恐縮ですが、 

これは事実の様で、宗教家に言わせれば、それが真理だとなりそうです。 

確かに、今となっては 『冷えとり』 とか、あちこちで生姜の効能が 

薬機法に抵触しない程度に表現されて、 

生姜は 『ひとが食べた方が良い野菜を強化しよう』 としてポピュラーになりました。 

80g単体で販売していたのを 150g・300g と SKU を伸ばし、 

お店もその期待に応えてくれました。 

販売に段階があるような気がします。 

150g・300g の SKU をお勧めしますと、 

既にそのような売り方をしていると仰るバイヤーさんがおられます。 

でも、そうではないのです。 

何故、150g・300gなのか、というその訳が次の段階で必要になって来ます。 

この、『その訳』 がお客さんの購買意欲に直結しているからです。 

棚に陳列していれば売れるという時代は終わっています。 

こういう時代に、その訳とか大切だけど面倒なことを遣っていれば、 

競争に乗り遅れてしまいます。 

そり時代は、スピードを上げてシェアーを伸ばしていく勝負だったからです。 

だけど、今の時代は、モノが溢れ、お客さんは選択の時代に入っています。 

そしてお客さんは、すっかりお金持ちになり、選択の基準が価格だけではなくなっています。 

幅広い表現で恐縮ですが、情報で選択されています。 

その現われが、ネット通販の事例です。 

販売者が出す情報と、購入者が出す情報を判断基準にされています。 

商品を検索して、表示順序を選べるようにサイトは工夫しています。 

私は、『価格の高い順番』 で、探した方が早い場合があります。 



食品は駄目ですね、箱買いが多く出て来るだけです。 

私は選んだことがありませんが、『レビューの評価順』 というのもあります。 

 

どんな情報が求められているのかを考えることは、 

お客さんが何を考えて暮らしているのかを考える事になり、 

結局は、利が高くなるような気がします。 

 

・北海道産和田さんの畑ごぼうのご案内 

今月中に畑ごぼう 2M2本の規格が終了となります。 

太ごぼうの特 Mはまだ継続となりますのでそちらは問題ございません。 

入れ替わりで昨年と同様に有機栽培である、一戸さんのごぼうに 

リレーしますので和田さんの畑ごぼう同様、宜しくお願い致します。(吉田麻衣) 

 

・新登場 

熊本県産 特別栽培 藤本姉妹の人参 

宮崎県産 特別栽培 風土のジャガイモ(デジマ)3L 

鹿児島産        高橋さんの新ジャガイモ 

北海道産        慣行産直美幌の玉ねぎM 

・商品案内変更 

鹿児島産 特別栽培 井出さんのスナップエンドウ 80g・・・入数変更 25p→30p 

南瓜・・・価格変更。値下げ。 

長崎県産        森さんの名水ニラ・・・休止。端境期の為。 

再開は 6週間後の 3月初旬予定。 

北海道産 特別栽培 弦間さんのジャガイモ(花標津)S・・・在庫僅少 

鹿児島産        糖蜜安納芋 S・・・在庫僅少 

・終了 

北海道産 特別栽培 メマンペッ玉ねぎ L大・M 



奈良県産 特別栽培 益田さんのモモノスケカブ 

高知県産        甘熟とさいずまトマト 

鹿児島産        糖蜜安納芋 L 

高知県産 特別栽培 明神さん達の里芋 

北海道産 特別栽培 無限樹の栗南瓜(ほろほろ)8玉 

鹿児島産 特別栽培 風土の恋するマロン南瓜 

千葉県産        農薬化学肥料不使用乾燥落花生 

・２月新登場予定 

熊本県産 特別栽培 吉田さんのはるか・・・ｗ6 

熊本県産 特別栽培 吉田さんのスイートスプリング・・・ｗ６ 

熊本県産 特別栽培 吉田さんの津之輝・・・ｗ６ 

兵庫県産        博農のフルーツ夢ニンジン・・・ｗ６ 

兵庫県産        博農のブロッコリー 

高知県産 特別栽培 青山さんの文旦・・・ｗ７ 

愛媛県産        岡野さんのせとか・・・ｗ８ 

熊本県産 特別栽培 吉田さんの不知火・・・ｗ１０ 

 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 

 


